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01事業名称   古都奈良の おもてなし景観シンポジウム 

～グローバル化による景観保存の方向性を探る～

02主  催   古都奈良の おもてなし景観シンポジウム 実行委員会

特定非営利活動法人奈良国際協力サポーター 

公益社団法人奈良まちづくりセンター 

 公益社団法人日本建築家協会近畿支部奈良地域会 

奈良市（都市整備部まちづくり指導室景観課） 

03後  援   奈良県、奈良県教育委員会、明日香村、橿原市、斑鳩町、吉野町、 

   奈良商工会議所、奈良デザイン協会、(特活)奈良NPOセンター、 

JICA関西、(公社)青年海外協力協会近畿支部、 

(一社)日本建築学会近畿支部、(一社)奈良県建築士会、 

㈱奈良新聞社、奈良テレビ放送㈱、㈱建設新報社 

04協  賛   一般財団法人奈良県ビジターズビューロー（看板支援） 

05助  成    地域づくり団体全国協議会 平成 26年度地域づくり団体活動支援事業 

06実施日時    平成27年 2月 1日（日）受付13：00～ 開始 13：30～ 終了 17：00 

07 開催場所   日本聖公会奈良基督教会（昭和５年竣工・登録有形文化財） 

           奈良市登大路町45（東向商店街・近鉄奈良駅から徒歩3分） 

08参加対象   市民、学生、まちづくり・国際交流・国際協力・行政等関係者等 

09 事業の経緯と目的

 世界遺産を抱える歴史都市をはじめ、田畑や自然環境と共生する山里の風景は、人の営みの歴史

との関係性により地域性豊かな風土を生み出し、現在においても維持している地域も多い。 

しかし、人口減少による過疎化や空き家問題、乱れた建築景観や老朽化による文化資産の取り壊

し、町並みの崩壊、新しい開発プロジェクトの計画等、今後ますます奈良が抱える問題は大きい。 

古都保存法をはじめ、風致、景観地域、伝建地域、景観計画の策定等、景観行政が成熟してゆく

中、市民による景観意識の醸成は進んでいるのでしょうか。法や条例の限界が現在の風景・景観を

創っているとすれば、今一度まちづくりにより「人と人との関係性」にフィードバックし、市民に

よる新たな風土を創造する基盤が必要なのかもしれません。 

また、奈良を訪れる人々への「もてなし」を忘れるわけにはいきません。グローバル社会に向け

た国際交流や国際協力、地域のまちづくり、地域性豊かな風土との関係性は、古都奈良をアピール

できるインナーブランディングの再構築であり、非常に重要な要素と考えます。 

本事業は、街並保全、自然環境や歴史的風土の保全を含む景観保存に関する世界の流れを、学際、

国際協力・交流、行政、地域まちづくりの関係者を招き、市民と共に議論し、今後の奈良地域にお

ける風景・景観保存の方向性やまちづくりの在り方を模索する機会とします。 

10 事業の概要

本事業は、海外と奈良の景観保存の手法を対比し、市民として景観保存での役割を認識し、まち

づくりの関係性において、今後どのように実践できるかを問うシンポジウムとする。 

 開催日    平成 27年 2月 1日（日曜） 

基調講演   13：40～14：40（１時間） 

講師・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ  宗田好史氏（京都府立大学教授、日本イコモス国内委員会理事）

シンポジウム 14：50～16：50（２時間） 

     パネリスト     頴原澄子氏（千葉大学准教授） 

                 清水彬久氏（特活 アメニティ2000協会 理事長） 

                 西山恵三氏（明日香村企画政策課 建築技術顧問） 
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１1 スケジュール計画

年  月  日 活  動  内  容 実施場所 
平成26年（2014） 

10月 

  11～12月 

平成27年（2015） 

2 月1日 

2～3月 

企画立案、事業承認 

地域づくり団体協議会への助成申請 

助成承認、事業準備、広報 

景観シンポジウム 開催 

報告書作成、配布 

日本聖公会奈良基督教会 

１2 収支決算
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１3 組織運営体制

■組織名称   古都奈良の おもてなし景観シンポジウム 実行委員会

■実施団体   （特活）奈良国際協力サポーター（Naicos） 

             奈良市あやめ池南4-6-26 TEL 0742-87-1101 

        （公社）奈良まちづくりセンター（NMC） 

             奈良市中新屋町2-1 TEL 0742-26-3476 

（公社）日本建築家協会近畿支部奈良地域会（JIA奈良） 

             奈良市大宮町2-5-7 TEL 0742-33-3131 

         奈良市（都市整備部まちづくり指導室景観課） 

             奈良市二条大路南1-1-1 TEL 0742-34-5209 

■実行委員長   島田 仁（奈良国際協力サポーター理事） 

■実行委員   Naicos：上嶋晴久、小尾二郎、田村亘 

NMC：二十軒起夫、藤野正文、神野武美 

JIA 奈良：森田昌司、勝村一郎、何左昌範 

        奈良市（都市整備部まちづくり指導室景観課）徳岡健治、佐々木伸夫 

        JICA奈良デスク：永井妙実 

■協力団体   奈良デザイン協会、奈良県青年海外協力協会、地球市民フォーラムなら 

■企画運営   古都奈良の おもてなし景観シンポジウム実行委員会事務局 

奈良市中新屋町2-1 奈良まちづくりセンター内 

TEL 0742-26-3476 FAX 0742-27-0969 

担当責任者 上嶋晴久（JIA 奈良、NMC、Naicos） 

TEL 0745-23-2245 携帯 090-9114-6969 

Mail hull@kcn.ne.jp 
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14 古都奈良の おもてなし景観シンポジウムの内容

2015年 2月 1日（日）13：30～17：00 

■開会 

司会者の永井妙実氏（JICA 奈良デスク）より開会が告げられ、講演に先立ち、会場を提供いた

だいた日本聖公会奈良基督教会牧師の井田泉氏より挨拶と、昭和5年に建築、登録有形文化財の教

会堂について説明があった。（別紙参照）続いて、主催者を代表して、本シンポジウム実行委員長（特

定非営利活動法人奈良国際協力サポーター理事）の島田仁氏から開会の挨拶があった。 

■基調講演 

宗田好史氏による基調講演は、美しい景観の奈良－新たな保存と再生の時代が始まる―と言う演

題で行われた。古都奈良の未来として、今後の人口減少への対応、スマートシュリングの考え方の

中で、奈良のスマートをどこに求めるのか。原点としての奈良公園の歴史から平城旧跡や明日香村

の公園、歴史を思い馳せる景観形成の必要性。観光客の観光行動が、物見遊山から、体験型、滞在

型に段階的進化する過程をヨーロッパの事例により紹介。奈良と京都との比較の中で、観光客が求

める地域の魅力、町並み景観整備の必要性。美しく元気な地域づくりを今後求める方策として、さ

まざまな地域主体の取組、官民協働の取組、どんな街に住みたいかを考慮して、奈良の今後の景観

まちづくりを進める必要性を語られた。（別紙講師発表資料参照） 

■シンポジウム 

宗田好史による進行で進められ、最初に、3人のパネリストより各専門の立場から事例紹介があ

った。頴原澄子氏は英国ナショナルトラストの歴史や英国の文化財保存のシステム、日本との比較、

ランドマークトラスト、エクスカーション等を紹介。清水彬久氏は自身が設立したアメニティ

2000 協会のナショナルトラスト精神による事業目的やヴォーリズ設計の六甲山荘の保存活動を

紹介。西山恵三氏は奈良県が行った景観行政の概要説明があった。（別紙パネリスト発表資料参照） 

シンポジウム議論内容：アメニティの考え方で英国と日本の差異として、英国では、あるべきも

のが、そのままの姿でそこにあることが重要であり、リフォーム後のオープンハウス等、景観保存

への啓蒙活動も活発に行われている。英国では古いものは良いものとされているが、日本では必ず

しもそうではない。古いものを残す思いはあるが、自らが率先するまで至っていないことが多い。

奈良県も昭和の終わりころまでは、新しい開発優先だったが、近ごろはまちづくりコンシェルジュ

の活動もあり、まちづくりマップ等、地域の資産を見えるようにする事業が行われている。英国も

100年前はとんでもない時代だった。ローマのサンピエトロ寺院周辺の中世の町並みを壊す計画も

あった。1970年頃は日本では団塊の世代が学生運動をした時代、新しいものを作ることが良い時

代であって、英国の産業革命後の風潮と同じものが日本でもあったのかもしれない。反省として、

ナショナルトラスト運動を行っている面がある。団塊の世代は現在、新しいものを欲しがらないほ

どの年齢に達していると言える。地域の歴史等の講義に熱心に参加する人が増えている。奈良では、

考古学ファンの数が半端なく多い。奈良の歴史風土を守って行くために、風土にまつわる話をはじ

め、年金や社会福祉、産業遺産、世界遺産の話や、炭鉱労働者の話が福祉を含む歴史文化として面

白い。エクスカーションは観光が文化遺産を大切にする動きにつながる。ゆとりある余暇の過ごし

方の為には働き方を変える必要がある。昭和20年代は7割の人が都会を目指していた時代、今は

i ターンにより、ゆとりある暮らしを求める人が増えている。また、i ターンの人々を豊かにする術、

若者が地域に来やすい環境整備が必要。相続税の免除も含め考える必要がある。アメニティ2000
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協会も認定NPO法人となった。いろんな人の力を借りて対応する必要がある。昭和5年建築の奈

良基督教会等の戦前の建物は、戦後の30年経ったら建て替える前提で建てられた建物とは価値観

が全く違う。若者に本当に良いものを与える事に意義がある。特定の人々に本当の伝統的なリサイ

クル文化を話す場は魅力的。 

明日香村で現在行われている村民が取り組む大字景観計画の策定を紹介。伝統的な地域の事業や

マナーを含め、地域の人々が話し合って行う景観まちづくり。地域からの動きが理想的、人材育成

を産官学協働により行うのが良い。千葉大学では今井町での環境教育を毎年行っているが、現地で

行う環境教育が大切。奈良の土産ではなく、顔の見える「ギフト」の感覚が良い。地域の住民が一

体で行うまちづくりが必要。保存活用は、所有者だけではなく借り手との連携が大切。街として生

き続ける事ができるようにする必要がある。住人が多少入れ替わっても生き続けられる街が良い。 

会場から奈良市景観課担当者の発言やピーターラビット生家のナショナルトラスト活動等の質問

を含め、活発な意見交換のシンポジウムとなった。 

■閉会 

 閉会にあたり、主催者を代表して、本シンポジウム実行委員（公益社団法人奈良まちづくりセン

ター理事長）の二十軒起夫氏より、講師、パネリスト、シンポジウム参加者へのお礼と閉会の挨拶

があった。 

■成果 

「古都奈良のおもてなし」と言う馴染みやすいテーマ設定と魅力的な講師、パネリスト、場所設

定もあり、想定以上の１００名あまりの参加者を得た。共催した４団体に関係する話題でもあり、

一般参加者と共に行政や大学、まちづくり、国際協力等の景観に関係する参加者も多く見られた。 

宗田好史氏の講演では、日本の原点である奈良の景観を育むためには、人口減少に対応する新た

な術が必要であり、観光との関係性、奈良本来の景観の在り方が何であるのかを踏まえた上で、今

後の奈良の景観まちづくりを進めなければならない等、まことに印象的な講演であった。 

シンポジウムでは、頴原澄子氏によるナショナルトラストの歴史や事例紹介や、清水彬久氏によ

るナショナルとラスト精神による自らのまちづくり活動から、市民自らが行動を起こす気概の必要

性を認識することができた。また、西山恵三氏により明日香村の大字単位での景観意識の共有が報

告され、景観について市民が取り組むべき方向性の認識を共有できたことは画期的であった。 

シンポジウム議論では海外との比較から、戦後の日本が忘れた大切なものを今一度確認し、地域

の良いもの、風土、環境を次世代に伝える努力が必要であり、その関係性の中で生き続ける街や田

舎を育み地域を継承しなければならないことなど、本シンポジウムの目的である、風景・景観保存

の方向性まちづくりの在り方を模索する好機を提供できたと考える。 

参加者からは今回の景観シンポジウムに参加して本当に勉強になったという意見が多く聞かれ、

ほぼ満足の行く形で実施できた。参加者による今後の展開が期待される。 

古都奈良のおもてなし景観シンポジウム 

プロジェクト事務局  上嶋 晴久 

（特定非営利活動法人奈良国際協力サポーター理事長） 
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■古都奈良のおもてなし景観シンポジウム記録写真

6

日本聖公会奈良基督教会牧師　井田泉氏の挨拶

実行委員長　島田仁氏の挨拶 基調講演　宗田好史氏

シンポジウム　宗田好史氏、頴原澄子氏、清水彬久氏、西山恵三氏



古都奈良の おもてなし景観シンポジウム

平成２７年 ２月 １日 （日曜日）
開場 13：00～ 開始 13：30～ 終了 17：00

日本聖公会奈良基督教会 （東向商店街・近鉄奈良駅から徒歩3分）

昭和５年竣工・木造和風の教会・登録有形文化財

～ グローバル化による景観保存の方向性を探る ～

■基調講演 13：40 ～14：40 「美しい景観の奈良、新たな保存と再生の時代が始まる」

◇講 師 宗田好史氏（京都府立大学教授、日本イコモス国内委員会理事）

■パネルディスカッション 14：50～16：50

◇コーディネーター 宗田好史氏

◇パネリスト 頴原澄子氏（千葉大学准教授）

清水彬久氏（特活アメニティ2000協会）

西山恵三氏（明日香村建築技術顧問）

■会 場 日本聖公会奈良基督教会（奈良市登大路町45）■会 場 日本聖公会奈良基督教会（奈良市登大路町45）

※来場の際は、公共交通機関を利用ください。

■参 加 100名（裏面の参加申込書により、事前受付）

※当日受付可能ですが、満員時は入場制限有

◆お問い合わせ◆

古都奈良の「おもてなし」景観シンポジウム実行委員会 事務局

奈良市中新屋町2-1 奈良まちづくりセンター内

TEL 0742-26-3476 FAX 0742-27-0969
E-mail nmc@m4.kcn.ne.jp 

主催 古都奈良の「おもてなし」景観シンポジウム実行委員会 (下記4団体による協働開催)

奈良市、(公社)奈良まちづくりセンター、(特活)奈良国際協力サポーター、(公社)日本建築家協会近畿支部奈良地域会

後援 奈良県、奈良県教育委員会、明日香村、橿原市、斑鳩町、吉野町、 JICA関西、(公社)青年海外協力協会近畿支部

奈良商工会議所、奈良デザイン協会、(特活)奈良NPOセンター、(一社)日本建築学会近畿支部、(一社)奈良県建築士会

㈱奈良新聞社、奈良テレビ放送㈱、㈱建設新報社

助成 地域づくり団体協議会 平成26年度地域づくり団体活動支援事業

入場無料



古都奈良の おもてなし景観 シンポジウム 2015/2/1

わたしたち市民による景観意識の醸成は進んでいるのでしょうか。

法や条例の限界が現在の風景・景観を創っているとすれば、今一度、「人と人との関係」に立ち返り、

市民まちづくりによる新たな風土を創造する基盤が必要なのかもしれません。

その結果、地域のブランド力「もてなし」景観が育まれることになりましょう。

今回の景観シンポジウムは、街並保全、自然環境や歴史的風土の保全に関する世界の先進事例を、専門

家やまちづくり活動から学び、みんなで議論し、奈良の今後の風景・景観の方向性や、まちづくりの在

り方を模索する機会とします。

基調講演・パネルディスカッション参加者プロフィール

宗田好史氏（むねた よしふみ） 京都府立大学 教授

法政大学工学部建築学科卒、同大学院を経て、イタリアピサ大学・ローマ大学大学院にて都市・
地域計画学専攻、歴史的都市保存計画、景観計画、都市商業施策の研究。歴史都市再生施策の研
究で工学博士（京都大学）。国連職員を経て現職。国際記念物遺産会議（ICOMOS）国内委員
会理事、日本風景街道近畿地区研究会委員長、京都市景観審査会委員、東京文化財研究所客員研
究員など。著作：にぎわいを呼ぶイタリアのまちづくり、京町家再生の論理、創造都市のための
観光振興等多数観光振興等多数。

頴原澄子氏（えばら すみこ） 千葉大学 准教授

東京大学文学部西洋史学科及び建築学科卒、同大学院博士課程修了（工学博士）

宮本忠長建築設計事務所、日本学術振興会特別研究員、武蔵大学・九州大学・山口大学等の非常

勤講師、九州産業大学講師を経て現職。専門分野：建築史、建築保存。論文：第二次世界大戦期

の英国における戦災建物の記録活動と廃墟保護の動きについて等多数、英国の保存運動や法律に

ついての研究。所属：日本建築学会、日本建築家協会

清水彬久氏（しみず よしひさ） (特活)アメニティ2000協会 理事長

英国で盛んなナショナル・トラストの考え方を柱とした環境の保全を目的とする「アメニティ
2000協会」を設立。一般からの募金を基金に貴重な資産を保存していくナショナル・トラスト
運動によりヴォーリズが設計した六甲山荘を購入し、一般公開・運営を行っている。神戸市の旧
乾邸の保存運動をしたほか、文化遺産継承のための調査・啓発活動、ヴォーリズ建築のネット
ワークの推進、タイ・チェンマイYMCAの農業環境プログラム支援、海外のナショナル・トラ
スト団体との交流等、ナショナル・トラスト精神の普及活動に努めてきている。

西山恵三氏（にしやま けいぞう） 明日香村企画政策課 建築技術顧問

元奈良県職員、風致・景観課主幹、都市計画室長、建築課長を歴任、奈良県景観条例・景観計画

古都奈良の「おもてなし」景観シンポジウム 参加申込書

お名前 参加者数 名

ご所属

ご連絡先
電話 FAX

E-mail

※ご記入いただいた個人情報は、本シンポジウム以外の目的には一切使用いたしません。

参加ご希望の方は、本申込書をFAX または申込み事項を記入したEメールを送信ください。

お申し込み先（実行委員会事務局） FAX 0742-27-0969 E-mail nmc@m4.kcn.ne.jp

の制定など、長年、風致・景観行政に関わる。県とNPO協働事業において、奈良デザイン協会

や奈良まちづくりセンター等と協働して「県民景観学校」を開催。平成26年3月に県を退職し、

現職。現在、明日香法をはじめ、古都保存法、明日香村風致地区条例、景観条例等により明日香

村の景観・まちづくり行政を技術顧問として担当 。
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古都奈良の おもてなし景観シンポジウム 

～グローバル化による景観保存の方向性を探る～ 

報 告 書 

平成27（2015）年2月 

古都奈良の おもてなし景観シンポジウム実行委員会 

事務局 奈良市中新屋町2-1（奈良まちづくりセンター内）

TEL 0742-26-3476 


